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１　経過と背景

　物流を取り巻く環境は、ドライバー不足
や高齢化の他、平成24年に発生した関越
道での高速バス死亡事故の事故原因が、運
転手の過労（拘束時間が違法）であったこ
とから、拘束時間の規制強化をはじめとす
る運行管理の厳格化が図られたことなどに
より、全国的に輸送力不足が懸念される状
況が続いている。

　総務省の調査では、27年現在、トラッ
クの運転手は約80万人と、二年連続で減
少していることが分かっている。こうした
トラック運転手のなり手不足については、
道路貨物運送業が他産業と比べ、低賃金か
つ長時間労働の実態にあることが、大きな
要因であると考えられている。
　また、40歳未満の若年層の割合が近年
著しく低下してきており、全体数の不足の
みならず、高齢化が深刻な問題となってい
る（図１、２）。
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図１　道路貨物運送業就業者数の推移
年次（年平均）推移　　（単位：万人）

資料：総務省「労働力調査」より作成 資料：総務省「労働力調査」より作成

図２　�道路貨物運送業　
　　　年齢階層別就業者構成比
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【要約】

トラック運行管理の厳格化や全国的なドライバー不足、高齢化などから農産物物流をと
りまく環境は厳しさを増しており、物流の効率化は喫緊の課題になっている。こうした中、
ホクレンでは産地から消費地までパレットで輸送を行う一貫パレチゼーション輸送の導入
を進め、荷役作業の効率化を図っている。同取り組みの概要、今後の課題などを報告する。

北海道産農産物の安定輸送力確保に向けた
取り組みについて
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図３ 従来の輸送体制（ 手積み～手下ろし ）

資料：ホクレン提供

図４ たまねぎ・ ばれいしょ のパレチゼーショ ン輸送（ パレッ ト 積み～パレッ ト 下ろし ）

資料：ホクレン提供

３ 一貫パレチゼーショ ン拡充に向けた課題

図５ パレッ ト 回収の流れ

資料：ホクレン提供
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資料：ホクレン提供

　加えてインターネット通販事業など、小
口の輸送需要が近年増加していることが、
トラック運転手不足にさらに拍車をかけて
いる状況となっている。
　北海道は日本最大の食料基地だが、消費
地（関東・関西・中京）への距離があるう
えに陸続きではなく、道内においても消費
地（道央圏）から産地までは遠距離である。
そのため、片道しか積み荷がないなど非効
率な輸送となるケースもあり、農畜産物を
全国へ安定的に供給していくためには、当
然のことながら安定的な輸送力の確保と物
流効率化によるコスト抑制が最も重要とな
る。そこで、弊会物流部としては、次のよ
うな取り組みを実施している。

２　�輸送力の安定確保と物流効率化への　
取り組み

　先述した運行管理の厳格化などによる運
転手の拘束時間の規制強化や全国的な運転
手不足・高齢化の問題から、手積み手下ろ
しが一般的である青果物輸送においては、
輸送コストの増

ぞう

嵩
すう

だけではなく、輸送その
ものが困難となりうる深刻な状況となって
いる。

　このような状況に対応していくため、平
成27年度より、パレットメーカーや輸送
会社、JAなどの各関係先と連携し、産地
から消費地までパレットでの輸送を行う、
「一貫パレチゼーション輸送（注１）」の導入
を開始し、荷役作業の省力化を図ることで、
今後の安定出荷・安定供給の継続に向けて
取り組んでいる。
　オホーツク地区のたまねぎにおけるト
ラック輸送から開始した一貫パレチゼー
ション輸送は、平成29年度の導入実績で
たまねぎ、ばれいしょが約14万トン（道
外出荷数量の28%）、にんじんは２万
2000トン（同37%）となっており、年々
対象ＪＡ、品目も拡大している。
　一貫パレチゼーションの効果について
は、荷役時間の短縮や女性や高齢のドライ
バーでも配送が可能となることで、輸送会
社の選択の幅が広がることが期待できるな
ど、輸送力の安定確保に大きな効果が見込
める。実際にたまねぎのトラック輸送を例
にとると、20キログラム段ボールをト
ラックに1000ケースを手積みで積載した
場合、ドライバー１名で約２時間要する
（図３）。また、青果市場での納入は待機
時間なども考慮すると４時間にも及ぶこ

図３　従来の輸送体制（手積み～手下ろし）
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とも珍しくない。それがパレットによる
荷役になると産地での積み込み時間、青
果市場での納入とも30分程度で完了で
き、通常荷役作業の大幅な省力化（約８
割もの荷役時間軽減）が可能となるほか、
実際に青果市場での荷下ろし車両の混雑
緩和が図れているなどの声も聞いている
（図４）。
　しかしながら、一貫パレチゼーションの
さらなる拡充に向けてはいくつかの課題も
生じている。

注１：産地から農産物をパレット積みのまま出荷し、そ
のまま納入先の荷下ろしまで行う輸送体制

３　�一貫パレチゼーション拡充に向けた　
課題

（１）　パレット紛失への対応
　１つ目の課題はパレット回収率の向上で
ある。パレット運用に際しては、たまねぎ、
ばれいしょにおいてはコスト面や管理・運
用面の観点より、納品先からの共同回収シ
ステムを持つ日本パレットレンタル株式会
社（以下「ＪＰＲ」という）の “レンタル
パレット” での運用を行っている。パレッ
トの仕様は、木製の「1.1メートル×1.1メー
トル型両面二方差パレット」である。パレッ
ト回収の流れは図５の通りである。
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図４　たまねぎ・ばれいしょのパレチゼーション輸送（パレット積み～パレット下ろし）

図５　パレット回収の流れ
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　ＪＰＲにおける青果物用パレットの回収
率は、平成29年にばれいしょが市場で停
滞し、パレット回収に時間がかかったこと
などから回収率は減っているが、上昇傾向
で推移している（表１）。
　ＪＰＲの共同回収システムでは、農協出
荷以降はＪＰＲの管理下となり、回収もＪ
ＰＲが行うが、青果市場の流通特性上、パ
レットの紛失が問題となっており、一時は
回収率の低さから青果物のパレットレンタ
ル事業からの撤退も辞さないとの状況と
なった。そのようなことから、27年より
青果市場が参集する会議での説明や、回収
率の低い青果市場への個別訪問などを実施
し、回収率の向上につながっている。現在
は、撤退の問題は解消されているが、一般
雑貨のパレット回収率（99%）と比較す
るとまだ低く、さらなる回収率向上が課題
となっている。
　現在、たまねぎ、ばれいしょの一貫パレ
チゼーション輸送は木製パレットで運用し
ているが、機能性、衛生面によりその流通
枚数は年々減少している。今後のパレット
輸送拡充に当たっては、増加傾向であるプ
ラスチックパレットへの移行が必須であ

り、そのためにはパレットの回収率を97
パーセント以上とすることがＪＰＲから要
請されている。
　パレット紛失の主な原因として、青果市
場等の卸売会社へ品物を納入した後、積み
替えを行わずそのまま転送され最終納入先
が不明になってしまうことが挙げられる。
パレットの紛失を防ぐためには、回収体制
の整っていないユーザーへ販売する分につ
いては、卸売会社のパレットに積み替える
ことが有効な対策の一つだが、青果市場は
パレチゼーション化が必要なことは理解す
るものの、この積替え作業が大きな負担に
なっており、継続対応は難しいという厳し
い声も上がっている。
　これまでワンウェイパレットが主流で
あった輸入果実についても、パレットを回
収して運用する体制に変更してきていると
の話もあり、そうなると今まで青果市場で
自由に使うことが出来ていた “捨てパレッ
ト” が無くなり、自前のパレットを使って
農産物を運ぶ産地がどんどん増えるため、
青果市場でのパレット管理の重要性はます
ます高まってくるものと予測される。

表１　JPRにおける青果物用パレット回収率実績推移

年度 出荷枚数 回収枚数 枚数差 回収率

24年度 189,556 138,855 － 50,701 73.3%

25 年度 201,846 172,174 － 29,672 85.3%

26 年度 239,141 192,111 － 47,030 80.3%

27 年度 273,570 255,405 － 18,165 93.4%

28 年度 290,651 277,345 － 13,306 95.4%

29 年度 322,974 298,310 － 24,664 92.4%

資料：ホクレン
　注：北海道以外の産地利用分も含む
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（２）　パレットデポの確保
　２つ目の課題は、産地へのパレット送り
込みについてである。
　たまねぎ、ばれいしょで利用するパレッ
トについては主産地である後

しり

志
べし

・十勝・オ
ホーツク地区や新たに導入を開始した富良
野地区において、パレットの借り受けデポ
（保管場所）が近郊に無い（注２）ことから、
輸送会社は集荷ＪＡから遠く離れたデポに
パレットを引き取りにいかなければなら
ず、そのコストが大きな負担（パレチゼー
ションによるコスト低減分では吸収できな
い）となり、一貫パレチゼーションの拡大
の障害となる場面も発生している。ＪＰＲ
に対してはレンタルパレットの借り受けデ
ポを産地拠点に整備するよう再三要請して
いるが、現時点では産地拠点までの利用貨
物が無いことなどからデポ設置は難しい。
　しかし、産地側の人手不足とドライバー
不足や運行管理の厳格化に伴う輸送力不足
への対応は『待ったなし』の状況であるた
め、道内の主要デポである札幌デポより各
産地へ弊会が送りこみ費用を負担して供給
せざるを得ない状況となっている。

注２：ＪＰＲのデポは札幌・釧路・旭川・苫小牧で、旭
川は非常に供給能力が低い。

（３）　�出荷段ボールサイズの統一および
パレチゼーションに対応した選果
ラインの導入

　3つ目の課題は、ＪＡ選果施設の改修や
選果ライン・パレタイザーの変更および段
ボールサイズの変更である。パレット業界
においては、1.1メートル×1.1メートル
型が主流であり、JPRの共同回収システ
ムもこのサイズとなっているが、これまで
段ボールサイズについては、パレット輸送
を前提とした規格ではなく、品目特性に応
じたサイズとなっているため、にんじんの
ように難しい品目もある。
　にんじんの段ボールサイズは、たまねぎ
やばれいしょで利用している1.1メート
ル×1.1メートルのパレットに合わないた
め1.0メートル×1.2型パレットを利用し
ている。現在のパレット業界においては
1.1メートル×1.1メートルサイズが最も
汎用性が高く、1.0メートル×1.2メート
ル型といった支流サイズは共同回収の仕組
みに該当していないことから、にんじんの
パレチゼーション輸送については、本会が
ユーピーアール株式会社（注３）のパレットを
レンタルし、パレット納品から回収・在庫
管理まで独自のパレット運用を行っている
のである（図６）。

資料：ホクレン提供

にんじん：パレチゼーション輸送　（パレット積み～パレット下ろし）

青果市場

にんじん１,８００ケース（18㌧・パレット20

枚）をパレット積みで行う場合、30～40分

程度の時間で済み、ドライバーの荷役

作業も発生しません。

夜間の混み合う市場でも、パレット下

ろしでは１時間程度で済み、ドライ

バーの荷役作業も発生しません。

当課委託の輸送会社にて空パレット回収

資料：ホクレン提供

図６　にんじんのパレチゼーション輸送（パレット積み～パレット下ろし）
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　弊会施設資材部門とも連携の上、段ボー
ルサイズの変更に向けた取り組みと、今後
更新となる選果施設については、一貫パレ
チゼーション輸送を考慮した選果ラインの
導入推進を行っているが、産地における積
み込み作業員不足やドライバー不足は
『待ったなし』の状況であり、老朽化等に
よる選果施設改修のタイミングを待ってい
られる余裕はない。さらに、パレチゼーショ
ンに適用した改修には数千万円規模のコス
トが掛かってしまうという実態がある。

注３：パレットの製造、レンタルを行う企業で特殊サイ
ズのパレットをレンタルしている。回収率への不
安から、特殊パレットのレンタルを行う企業は少
ない。

（４）　ＪＲ輸送における積載数量の減少
　最後の課題は、JR輸送を利用した場合
の積み数減少によるコストアップである。
JR輸送で一貫パレチゼーションを実施し
た場合、ばれいしょを例にとると、通常1
コンテナ510ケース（10キログラム/ケー
ス×510ケース＝ 5.1トン）の積載が可能
だが、パレットの自重が約30 ～ 35キロ
グラムあるため、一貫パレチゼーション輸
送の際には、６枚分（約200キログラム）、
ケース数に換算して20ケース分少ない
490ケースが輸送ロットとなり、通常と
比較して４%積載数量が減少する。これに
より、１コンテナあたりのパレット費用
（約2000円）に加えて、積み数減少によ
るコスト増が約2500円となり、合わせて
約4500円のコストが発生する。
　輸送会社との交渉においては、パレット
のレンタル費用見合いは作業の省力化によ
る運賃低減で吸収が可能となる場合が多い

が、それ以上は難しい状況にある。将来に
わたる安定輸送力の確保が一貫パレチゼー
ションの一番の目標だとはいえ、生産者負
担が増えるとなるとJAの理解を得るのは
なかなか難しい。

４　課題解決に向けて

　パレット回収率の向上に向けた取り組み
は、これまで同様、種苗園芸部門との連携
の下、各種会議や青果市場の個別訪問によ
りパレット管理の徹底について周知してい
くことも重要だが、さらなる回収率の向上
は限界だとも感じている。
　ＪＰＲの農産物利用については、平成
28年度で全国で12道県が利用しており、
パレット回収率の向上のためには弊会同様
に農産物輸送においてＪＰＲのパレットを
利用している他府県産地（特に山形や福島
などの果実出荷産地）との連携も鍵となっ
てくるものと思われる。
　また、青果市場でのパレット管理体制強
化（荷物到着時の品物積み替え作業軽減）
を支援するため、弊会にて「パレット積み
替え作業用クランプリフトリース」（注４）を
全国の青果市場へ提案している。

注４：クランプリフトとはパレットのまま荷物を挟んで
固定し、回転させることが出来るリフトで、レン
タルパレットから自社のパレットへ僅かな手作業
（パレットの差し替え）で交換可能。

　　
　農林水産省など国からの支援も重要であ
る。パレチゼーションを普及していくため
には出し手の産地の施設整備だけではな
く、受け手の市場側での体制整備も必須で
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あり、そのためには先述のクランプリフト
のような荷役軽減可能な機材導入への支援
を検討するよう依頼している。農林水産省
には一貫パレチゼーション拡充に対する課
題をご理解いただき、青果市場に対するパ
レット管理の啓発や補助事業等でのバック
アップを要請していきたいと考えている。
　また、今年度より農林水産省の提唱する
農産物一貫パレチゼーションの推進のため
の補助事業を実行するために設立される
「農産物パレット推進協議会」などへの参
画を通じ、農林水産省だけではなく関係業
界や他産地とも連携しながら、一貫パレチ
ゼーション拡充に向け、課題解決に取り組
んでいきたいところである。

５　最後に

　弊会としては、一貫パレチゼーションの
他にも、安定輸送力の確保とコスト抑制に
向けた取り組みとして、飲料メーカーと連
携して、首都圏にある4工場から北海道へ
出荷される北上貨物と弊会の南下貨物（米
穀）との往復輸送によるコスト削減に取り
組んでいる他、生乳輸送やたまねぎ、ばれ
いしょ輸送においてトラックの大型化、容
量の多い増トン車の利用による輸送ロット
の拡大、コスト削減にも取り組んでいる。
　今後も、北海道の農畜産物をしっかりと
日本全国へ供給できるよう、さまざまな手
法を用いて取り組んでいきたい。

写真　クランプリフト




